
 
     

 

奉
祝 

天
皇
陛
下 

御
即
位 

～ 

新
し
き
御
代 

「
令
和
」
の
は
じ
ま
り
を 

 
 

言
祝
ぎ
申
し
上
げ
ま
す 

～ 
 

畏
く
も
聡
明
聖
知
に
し
て
天
徳
に
達
す
る 

天
皇
陛
下
に
お
か
せ
ら
れ
ま
し
て
は
五
月
一
日
、 

萬
世
一
系
の
寶
祚
を
践
ま
せ
給
い
、
第
一
二
六
代
の 

天
皇
陛
下
と
な
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
こ
に
陛
下
の
大
御
代
の
は
じ
ま
り
を
言
祝
ぎ
、 

謹
み
て
令
和
の
御
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

新
し
き
御
代
も
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
、
そ
し
て 

更
な
る
弥
栄
あ
ら
ん
事
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

令
和
元
年 

己
亥 

五
月
一
日 

 

綱
敷
天
神
社 

宮
司 

 

白
江 

歌
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

禰
宜 

 

白
江 

秀
知 

 

 

今
後
の
天
皇
陛
下
の
ご
予
定 

・
即
位
礼
正
殿
の
儀 

十
月
二
十
二
日 

・
大 

嘗 

祭 
 

 

十
一
月
十
四
日
～
十
五
日 

・
神
宮
親
謁
の
儀 

 

令
和
元
年
十
一
～
十
二
月
頃
か 

・
天
皇
誕
生
日 

 
 

令
和
二
年
二
月
二
十
三
日 

・
立
皇
嗣
の
礼 

 
 

令
和
二
年
四
月
十
九
日 

 

 

御
旅
社
授
与
所 

水
曜
定
休
に
つ
い
て 

茶
屋
町
の
当
宮
御
旅
社
で
す
が
、
今
月
よ
り
毎
週
水
曜

日
を
授
与
所
の
定
休
日
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

近
年
、
御
朱
印
ブ
ー
ム
に
よ
る
参
拝
者
の
増
加
や
、
ま
た

再
開
発
な
ど
に
よ
る
周
辺
環
境
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
御

旅
社
で
は
神
事
以
外
で
の
社
務
量
が
大
幅
に
増
え
て
お

り
、
神
職
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
政
府
の

推
進
す
る
働
き
方
改
革
、
休
み
方
改
革
な
ど
も
あ
り
、
今

後
は
定
期
的
な
お
休
み
を
設
け
て
負
担
軽
減
を
図
る
べ

く
、
毎
週
水
曜
日
は
御
旅
社
の
授
与
所
の
定
休
日
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
な
お
、
お
休
み
し
ま
す
の
は
御
守
な
ど
を
お

渡
し
す
る
授
与
所
の
み
で
、
ご
参
拝
は
問
題
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
ま
た
祭
礼
日
と
重
な
る
時
は
お
休
み
致
し
ま
せ
ん
。 

何
と
ぞ
ご
理
解
の
程
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

歯
神
祭
の
ご
案
内 

本
年
も
、
当
宮
末
社
の
歯
神
社
の
例
祭
「
歯
神
祭
」

を
例
年
通
り
六
月
四
日
午
前
十
一
時
よ
り
ご
斎
行
申
し

上
げ
ま
す
。 

歯
ブ
ラ
シ
の
無
料
授
与
に
つ
い
て
は
、
先
着
百
名
ま

で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。(

当
日
神
事
前
に
整
理
券
を
配
布

し
ま
す
。
有
料
授
与
の
歯
ブ
ラ
シ
も
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す) 

 

名
称 

歯
神
社
例
祭
（
通
称 

歯
ブ
ラ
シ
感
謝
祭
） 

日
時 

令
和
元
年
六
月
四
日(

火) 

午
前
十
一
時 

場
所 

大
阪
市
北
区
角
田
町
二
番
八
号 

歯
神
社 

 
 

 
 

（
ね
ぎ
焼
き
や
ま
も
と
梅
田
エ
ス
ト
店
の
裏
） 

 

備
考 

歯
ブ
ラ
シ
授
与
は
先
着
百
名
迄
。 

 

お
問
い
合
わ
せ 

綱
敷
天
神
社 

御
旅
社
ま
で 

 
 

 
 

 
 

 

〇
六-

六
三
七
一-

一
五
八
六 

協
賛 

全
日
本
ブ
ラ
シ
工
業
協
同
組
合 

 
 

 

株
式
会
社 

サ
ン
ギ 

 
※
神
事
前
日
か
ら
当
日
は
準
備
等
々
に
多
忙
の
為
、
電
話
等
の 

ご
対
応
は
一
切
お
受
付
出
来
ま
せ
ん
。 

 

 

災
害
義
捐
金 

ご
報
告 

 

平
成
三
十
年
四
月
か
ら
今
年
三
月
ま
で
当
宮
御
旅
社

の
社
頭
で
募
っ
て
お
り
ま
し
た
災
害
義
捐
金
で
す
が
、

皆
さ
ま
の
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、
一
七
九
、
五
八
九
円
の

義
捐
金
が
集
ま
り
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
神
社
、
ま
た
大
き
な
災
害
の
あ
っ
た
北
海
道
胆
振

地
方
、
豪
雨
被
害
の
瀬
戸
内
地
方
各
県
、
熊
本
県
に
日
赤

を
通
じ
そ
れ
ぞ
れ
ご
送
金
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

 

今
月
の
暦 

              

～ 

綱
敷
天
神
社
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
地
図
サ
イ
ト 

～ 
      

編
著 

綱
敷

つ
な
し
き

天
神
社 

禰
宜

ね

ぎ 
(

御
旅
社 

神
主) 

 
 

 
 

 
 
 
 

  
  

白 

江 
 

秀 

知 
 

 当宮地図 

Google MAP 

 

喜 

多 

埜 
 

第
一
七
〇
号 

 

 

綱
敷
天

つ
な
し
き
て
ん

神
社

じ
ん
し
ゃ 

社
報 

 

 

【
祭
礼
】 

       

【
節
気
】 

   

【
雑
節
】 

  

【
大
安
】 

 

【
祝
日
】 

  

践
祚
奉
告
祭(

一
日)…

天
皇
陛
下
の
践
祚
の
日 

神
事
の
み 

玉
姫
祭(

五
日)…

御
旅
社
の
末
社
・
玉
姫
社
例
祭 

神
事
の
み 

喜
多
埜
稲
荷
神
社 

並
び
に 

白
龍
社 

例
祭(

十
五
日)

︙
御
本
社
末
社
の
例
祭 

神
事
の
み 

  

立
夏(

五
日)…

こ
の
日
か
ら
暦
の
上
で
は
夏 

小
満(

二
十
一
日)…

草
木
の
葉
が
一
定
の
大
き
さ
に
な
る
頃 

 

八
十
八
夜(

二
日) 

…

立
春
か
ら
八
十
八
日
目
。
新
茶
の
時
期 

わ
た
ぬ
き(

五
日) 

…

旧
暦
四
月
一
日
。
冬
物
衣
服
仕
舞
い 

 

五
月
一
日
、
六
日
、
十
二
日
、
十
八
日
、
廿
四
日
、
丗
日 

  

践
祚
当
日
の
日(

一
日)

～
六
日
ま
で
実
質
奉
祝
連
休 

 


